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常任総務委員会要点記録 

 

○開会日時 令和元年１２月６日（金） 午前１０時 

○場  所 伊東市役所第２委員会室 

○出席委員 ７名 

      １ 番  宮 﨑 雅 薫 君   ２ 番  長 沢   正 君  

      ３ 番  大 川 勝 弘 君   ４ 番  四 宮 和 彦 君  

      ５ 番  重 岡 秀 子 君   ６ 番  浅 田 良 弘 君  

      ７ 番  石 島 茂 雄 君 

○出席議員 １２名 

      議 長  佐 山   正 君   副議長  中 島 弘 道 君 

      議 員  田久保 眞 紀 君   議 員  仲 田 佳 正 君 

       〃   鈴 木 絢 子 君    〃   杉 本 一 彦 君 

       〃   佐 藤 龍 彦 君    〃   杉 本 憲 也 君 

       〃   井 戸 清 司 君    〃   篠 原 峰 子 君 

       〃   佐 藤   周 君    〃   青 木 敬 博 君 

○説明のため出席した者 ２８名 

副     市     長   若 山   克 君 

           〃         中 村 一 人 君 

     企 画 部 長 兼 市 長 戦 略 監   杉 本   仁 君 

     同 行 政 経 営 課 長   小 川 真 弘 君 

     同 市 政 戦 略 課 長   佐 藤 文 彦 君 

     同 情 報 政 策 課 長   稲 葉 信 洋 君 

     理 事   奥 山 貴 弘 君 

     危機管理部長兼危機管理監   村 上   靖 君 

     同危機対策課長兼危機管理監代理   吉 﨑 恭 之 君 

     総 務 部 長   浜 野 義 則 君 

     同庶務課長兼選挙管理委員会事務局長   小 川 直 克 君 

     同 財 政 課 長   木 村 光 男 君 

     同 課 税 課 長   萩 原 智世子 君 

     同 収 納 課 長   渡 辺 拓 哉 君 

     市 民 部 長   西 川 豪 紀 君 



 - 2 - 

     同 市 民 課 長   大 川 雄 司 君 

     同 環 境 課 長   小 澤   剛 君 

     同 保 険 年 金 課 長   肥 田 耕 次 君 

     健 康 福 祉 部 長   下 田 信 吾 君 

     同 健 康 推 進 課 長   松 下 義 己 君 

     観 光 経 済 部 長   近 持 剛 史 君 

     建 設 部 長   石 井 裕 介 君 

     建 設 部 次 長   長 澤 一 徳 君 

     会 計 管 理 者 兼 会 計 課 長   三 好 尚 美 君 

     上 下 水 道 部 長   白 鳥 謙 治 君 

     教育委員会事務局教育部長   冨 士 一 成 君 

     同 次 長 兼 教 育 総 務 課 長   岸   弘 美 君 

     監 査 委 員 事 務 局 長   鈴 木 惠美子 君 

○出席議会事務局職員 ３名 

局  長  稲 葉 和 正   局長補佐  富 岡   勝 

主  事  山 田 拓 己 

○会議に付した事件 

１ 市議第２１号 機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例  

２ 市議第２２号 伊東市職員の公益的法人等への派遣に関する条例の一部を改正する条例  

３ 市議第２３号 伊東市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例  

４ 市議第２４号 伊東市職員等退職手当支給条例の一部を改正する条例  

５ 市議第２８号 伊東市散骨場等の経営の許可等に関する条例の一部を改正する条例  

６ 市議第３５号 令和元年度伊東市霊園事業特別会計補正予算（第１号）  

７ 市議第３７号 令和元年度伊東市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

８ 市議第３３号 令和元年度伊東市一般会計補正予算（第６号）所管部分 

                ━━━━━━━━━━━━                

○会議の経過概要 

○委員長（四宮和彦君）開会する。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）この際、お諮りする。付託議案の説明は既に本会議で終了しているので、

委員会における説明は省略したいと思う。これに異議ないか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（四宮和彦君）異議なしと認め、さよう決定した。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第１、市議第２１号 機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例

を議題とする。 

 直ちに質疑に入る。発言を許す。  

○５番（重岡秀子君）機構改革そのものはここでは議案になっていないので、余り適さないかも

しれないが、議場での説明で企画を重視するというのは重要なことで、そういう意図はよいと

思うが、係を減らしたことについて、企画を重視するのであれば企画の中の係を増設するぐら

いの検討はしなかったのか。議案参考書では、「特別職報酬等審議会の庶務担当課を秘書課に

改める」とあるが、秘書課という名称は何となく所掌事務が狭いような感じがする。県の秘書

課の仕事は、知事、副知事の秘書、叙勲等の県民の表彰等に限られており、世間的にもそうい

うイメージがあるのではないか。特別職報酬等審議会の庶務を秘書課がやるのには違和感があ

るので説明願いたい。 

○行政経営課長（小川真弘君）係をふやすことを検討しなかったのかについては、企画政策とい

う企画全般を示す名称であることから特に検討はせず、このままとした。また、秘書課という

名称がなじみがないとの質疑だが、秘書課には秘書的な業務プラス職員係的な関係もあるが、

来訪者は、職員的なことよりも、秘書的な部分のお客様のほうが多いだろうことから秘書課と

し、職員課という名称にはしなかった。県では、秘書的な業務に限られているとのことである

が、あまり課を多くできない本市独自の事情もあり、秘書的なところと職員係をセットにした。  

○５番（重岡秀子君）地域政策係と企画係を一緒にして企画政策係にしたものと理解する。また

どこかの場で提案したいと思うが、移住、定住、市民との協働等、小さなまちでも課をつくっ

ているところがたくさんあるので、企画を充実させるのであればもう少し担当を明確にしたほ

うがよかったのではないか。本件は意見にとどめる。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。 

 これより討論に入る。発言を許す。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。  

 これより採決する。市議第２１号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

〔賛 成 者 挙 手〕 
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○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第２、市議第２２号 伊東市職員の公益的法人等への派遣に関する

条例の一部を改正する条例を議題とする。  

 直ちに質疑に入る。発言を許す。  

○３番（大川勝弘君）まず、給与の件で聞きたい。市からの派遣なので、市の給料がそのまま適

用されるとは思うが、相手方の観光協会や社会福祉協議会の給料との格差が出る可能性がある。

賞与も含め、それに合わせる考えはあるのか、市の給料のままになるのか。定年後の再任用職

員もこれに含まれるのか。 

○行政経営課長（小川真弘君）相手法人との差異はあるかもしれないが、給与は市の職員のもの

をそのまま適用する。再任用職員も該当する。 

○６番（浅田良弘君）議場でも２つの法人を加えた理由は公の福祉等に携わるからとのことであ

った。そのほか、本市とかかわり合いのあるような公益的法人は幾つかあるのか。  

○行政経営課長（小川真弘君）派遣条例で派遣する可能性があるのは振興公社である。  

○６番（浅田良弘君）今後、振興公社を条例に入れていくような考えは今のところないのか。  

○企画部長兼市長戦略監（杉本 仁君）条例改正でお願いする２つを加えて、現在４つの団体を

考えている。今後、必要に応じて派遣することもあり得るが、現在は考えていない。  

○６番（浅田良弘君）この法人は条例に入るが、実際にはどのようなアクションをとるのか。そ

のようなアクションはとらずに、ただ条例に入れるだけなのか。 

○行政経営課長（小川真弘君）派遣先での仕事内容に対する質疑かと思うが、社会福祉協議会へ

は実務を担ってもらうポストを想定している。観光協会へは現場の第一線や経理面の組織強化

を担う適切な人材を選びたい。 

○５番（重岡秀子君）本会議場での答弁を整理すると、社会福祉協議会に２名、観光協会にも２

名派遣するようで、観光協会へは正規職員を派遣するとのことである。給与、待遇がそのまま

引き継がれることは理解したが、その分、観光課職員は減員になるのか。的確な職員を選ぶの

は大変重要である。人事で動かすとはいえ、観光に特化した法人に行くのだから、それなりに

意欲的な職員を派遣しなければ意味がない。その２点だけ伺いたい。  

○企画部長兼市長戦略監（杉本 仁君）観光課から観光協会へ職員を派遣するに当たり、一部の

業務を見直し、それに伴って人も配置する。その結果、観光課での通常のイベント業務が若干

減ることが予想される分、観光課の職員は企画部門に重点を置いた業務ができる。観光協会に

おいても人がふえるし、事務能力等、市役所職員としてのノウハウを発揮できるので、互いに

いい関係が築けると考える。派遣する人材は観光を経験した方、もしくはそういうものに非常
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にたけた職員の中から、私どもがしっかりと見定めて派遣したい。  

○５番（重岡秀子君）市の予算、条例には直接関係ないが、観光協会には、１名ではなく、２名

派遣するのはよいと思うし、プラスして観光協会で人をふやすような長期的な予定もあるよう

である。観光協会の強化という点ではどのような計画があるのか。  

○観光経済部長（近持剛史君）観光課の職員については、イベント事業等を観光協会に移管する

ということで、人的には２人程度観光協会に行く。観光協会としては、観光協会の強化を図る

という目的があるので、役所の職員も入るが、それにあわせてプロパーを２人程度ふやすよう

な形で、事業を見直す中での対応となるが、観光協会は現在９人であるが、市職員も含めて１

３人程度になるので、観光協会の強化につながる。  

○委員長（四宮和彦君）暫時休憩する。 

                午前１０時１２分休憩 

                ─────────── 

                午前１０時１３分再開 

○委員長（四宮和彦君）再開する。 

○７番（石島茂雄君）重岡委員の質疑で、観光に興味があるとか意欲的な方を選ばれるというこ

とだったが、一般質問でも取り上げさせてもらったが、例えば西城秀樹ミュージアム的な、そ

ういう発想力を持った方にぜひ行ってほしい。それも考慮されるということだったが、その方

法として何か考えているのか。例えばヒアリングするとか、作文を書いてもらうとか、人を選

ぶ上でそういう手段があるのか。  

○企画部長兼市長戦略監（杉本 仁君）職員の異動に関しては毎年、どのような仕事をしたいか、

どのようなスキルアップをしたいのか、異動意向調査をしている。その中で、観光業務につき

たいとか、経済振興、産業振興にかかわりたい職員も中にはいる。いきなり行けとはならない

ので、そのような職員と事前にしっかりとヒアリングしながら考えていきたい。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。  

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。  

 これより採決する。市議第２２号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

〔賛 成 者 挙 手〕 
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○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第３、市議第２３号 伊東市一般職の職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例を議題とする。  

 直ちに質疑に入る。発言を許す。  

○３番（大川勝弘君）議場で説明を受けたので、給料改定が若手職員を対象としていることはわ

かった。１級の１号の給料で１４万２，１００円が２，０００円上がる。確認であるが、現状、

伊東市採用の大卒、高卒はどこから始まるのか。  

○行政経営課長（小川真弘君）高校卒業の場合は１級の８号からになる。大卒は１級の２７号か

ら始まる。 

○３番（大川勝弘君）今、静岡県の最低時給が８８５円、一番高い東京が９５８円である。月給

の職員でも、最低時給が上がったことによって、東京で月給が２０万円からというのが本当に

最低という形になると思う。伊東市の若手の給料で言うと、最低賃金法違反とか、そこら辺の

レベルぎりぎりではないかという疑惑もあると思うが、この辺の計算方法はどういう計算でや

っているのか。月給でもそれが適用されると私は読んだのだが、そこら辺をお答えいただきた

い。 

○行政経営課長（小川真弘君）給料表は一般の正規の職員に対応しているので、日給とかはなく、

月給でこの数字になっている。独自の給料表になっているが、最低賃金については、完全にク

リアしている。 

○３番（大川勝弘君）私が読んだ記事等によると、年間所定労働日数で計算したものが下回って

いれば、月給であっても違反の対象になるのではないかというものもあったので、そこら辺は

きちんとルールの中ではクリアされているということである。  

 次に、号給の上がり方についてお聞きしたい。ルールの改正はわかった。年間、４号給ぐら

い上がると聞いているが、職員のその年の働き方によって号給の上がり方が変化することは伊

東市のルールの中ではあるのか。  

○行政経営課長（小川真弘君）特別昇給みたいなものがあるかという質疑かと思うが、やってい

る。 

○３番（大川勝弘君）例としてはどういったときにやるのか。  

○行政経営課長（小川真弘君）採用１年経過時に４号給上げることがある。  

○５番（重岡秀子君）若手の２１９人が対象になるとのことで、本会議場で聞き漏らしたかもし

れないが、この条例が通ると来年度の給与では影響額は総額でどのぐらいふえるのか。  

○行政経営課長（小川真弘君）給料表については、１級が１０１人、２級が１１８人、合計２１
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９人である。年間の影響額は給料分が２０６万１，０００円、期末手当が５６万７，０００円、

勤勉手当が１，０６２万６，０００円、共済費が２１２万５，０００円で、議場でもお答えし

たが、共済費を含めて１，５３７万９，０００円となり、これが影響額である。 

○５番（重岡秀子君）来年度の人件費ということで、この分が上昇するということであるが、採

用がふえたり、会計年度任用職員の関係で、人件費がアップすると思う。人件費のアップとい

う問題で、他の自治体で、臨時を民間委託にしてしまうとか、そういう動きも出てきたり、来

年度の人件費は人勧のアップだけではなくて、影響があると思う。もし今の時点で、会計年度

任用職員の関係で、伊東市の人件費もアップするのかどうか、伺いたい。  

○行政経営課長（小川真弘君）会計年度任用職員は、委員おっしゃるとおり、今まで臨時職員は

物件費であったのが、今度は人件費に入る。正確な額は査定中であるので、今の時点で幾らか

申し上げられないが、人件費アップにつながると考えている。  

○１番（宮﨑雅薫君）級別ごとに対象となる職員、級別の定数、１級は事務員、２級は主事、３

級は係長というような決め方だと思うが、そういった職務がどういうものに当たるのか、ある

いは２級は何人、３級は何人という定数の管理を伊東市はしているのか。  

○行政経営課長（小川真弘君）等級別基準職務表が伊東市の条例にあり、１級が定型的な業務を

行う職務、２級が高度な技能または経験を必要とする業務を行う職務となっている。主事とか

事務員が１級、主事などが２級という、わかりやすい表現をするとそのようになる。３級が主

に係長、４級が課長補佐、５級が次長とか課長、６級が部長、理事の職務になっている。定数

は、何人以内という決まりはないが、４月１日現在で在籍しているのが、１級は１０１人、２

級が１２９人、３級が１７７人、４級が１４９人、５級が３１人、６級が１２人である。  

○１番（宮﨑雅薫君）初任給の水準は県内の市町村、人口規模でいろいろ財政の比較をすると思

うが、ほかの団体に比べて伊東市は適正な金額なのか。  

○行政経営課長（小川真弘君）初任給で申し上げると、高卒は国の金額は１４万８，６００円、

伊東市が１４万９，８００円で、１，２００円ほど高い。大卒は国が１８万７００円、伊東市

が１８万１，３００円で、６００円ほど市が高い。県の中では、平成３０年４月現在、静岡市

と浜松市を除いた２１市中、大卒、高卒ともに１５番目である。  

○１番（宮﨑雅薫君）１年で４号給の昇給が原則ということであるが、初任１年たつと一斉に４

号給上がるという答弁があったが、それ以外に一斉の昇短や運用昇短は今までに行っているの

か、今現在もそういったことがあるのか。  

○行政経営課長（小川真弘君）ある。 

○１番（宮﨑雅薫君）特殊勤務手当はいろいろ種類があるが、１２月の広報にも詳しく掲載して

いる。今現在、特殊勤務手当の種類や額は適正なのか。  
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○行政経営課長（小川真弘君）年々、特殊勤務手当の見直しを図っており、適正な種類と金額で

あると考えている。 

○１番（宮﨑雅薫君）超過勤務手当の管理は適正に管理され、執行されているのか。  

○行政経営課長（小川真弘君）管理職から命令され、しっかり帳簿をつけて、適正に進めている

ものと考えている。 

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。 

○１番（宮﨑雅薫君）賛成の立場で討論する。 

本会議での質疑、ただいまの各委員からの質疑を聞き、給与の関係はおおむね適正であろう

と推察される。今現在の新聞記事を見ると、民間企業は大卒の初任給は既に２０万円を超えて

いる。そういった水準を考えると、初任給の水準は低いのではないか。私自身の印象で言うと、

課長だとか、頑張っている人の昇給率に比べて、平のままでずっと３０年も４０年も過ごした

方の給料はそれほど格差がない、こういったことに大きな問題があるのではないか。職務給の

原則から言えば、頑張った者が報われる体制を給料表の中に取り入れて、管理職手当、全ての

手当が適正であるという意見であったが、私はもっと管理職手当を増額し、子供が高校、大学

に伊東から通えないような方々の負担は大きいので、そういった手当も大きくしていくことも

ぜひ考えていただいて、賛成の討論とする。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに討論はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。  

 これより採決する。市議第２３号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。  

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第４、市議第２４号 伊東市職員等退職手当支給条例の一部を改正

する条例を議題とする。 

 直ちに質疑に入る。発言を許す。  

○５番（重岡秀子君）確認であるが、失職の条件として、成年被後見人等を除くということでよ

いか。 
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○行政経営課長（小川真弘君）地方公務員法の欠格条項が抜けたことによる単純な削除である。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。  

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。  

 これより採決する。市議第２４号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。  

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第５、市議第２８号 伊東市散骨場等の経営の許可等に関する条例

の一部を改正する条例を議題とする。  

 直ちに質疑に入る。発言を許す。  

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。  

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。  

 これより採決する。市議第２８号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。  

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第６、市議第３５号 令和元年度伊東市霊園事業特別会計補正予算

（第１号）を議題とする。 

 直ちに質疑に入る。質疑は全般について行う。発言を許す。  

○６番（浅田良弘君）議場で説明を受けた中で、還付金が現在２人分という話であるが、還付金

は毎年２人、３人と出てきているが、実際にどんどんふえていく状況にあるのか。  

○市民課長（大川雄司君）還付金は毎年このぐらいの数が発生している。還付の対象となる者が

伊東市営天城霊園の条例の第１１条により、３年以内に未使用である方が返還された場合とな
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るので、実際に新たに使用する方の数が減ってきている。そういう方向から見ても数的に減っ

ていくのか、このままの状態でいくのかというところになる。  

○６番（浅田良弘君）わかった。還付金については３年以上使用していない場合ということであ

るが、例えば墓守が嫌だとか、急に管理ができないという方がいた場合は、年間で割るのか、

年度分をそのまま返すのかについてはどうか。 

○市民課長（大川雄司君）今回の還付金は使用を許可した場合に支払った使用料の半分になって

いるので、月割りはなく、１年目で返した場合でも４３万円、３年目で返した場合も４３万円

となっている。 

○５番（重岡秀子君）事項別の８ページ、霊園整備基金であるが、当初予算より８７１万３，０

００円ふえている。この要因であるが、例えば繰り越しとか事業収入で３８０万１，０００円

の補正額との絡みがあるのか。説明があったかもしれないが、基金との関係で事業収入がふえ

ていることと関係があるなら説明をお願いしたい。  

○市民課長（大川雄司君）今回の基金であるが、内容としては使用料収入が３１４万３，０００

円、前年度からの繰越分が５５７万円の２つを足したものである。今回、使用料の部分がふえ

ているので、前回の数字とは比較すると増となる。 

○５番（重岡秀子君）使用料がふえた内訳はどうか。  

○市民課長（大川雄司君）今回、４月に使用者を求め、その中で１４基分がふえている。繰り越

しの部分でも、去年３月に使用許可した部分が基金として積み残せなかったものとして繰り越

されているので、その分がふえたものも一部ある。  

○５番（重岡秀子君）今、整備されたもので使用申し込みがふえたのはとてもいいと思うが、整

備しなくても使用をふやせるのはあと何基あるのか。  

○市民課長（大川雄司君）７月に使用許可した分で普通墓所で残りが３７区画である。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。  

 これより採決する。市議第３５号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。 
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                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第７、市議第３７号 令和元年度伊東市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）を議題とする。  

 直ちに質疑に入る。質疑は全般について行う。発言を許す。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。  

 これより討論に入る。発言を許す。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。 

 これより採決する。市議第３７号は、原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）日程第８、市議第３３号 令和元年度伊東市一般会計補正予算（第６号）

所管部分を議題とする。 

 直ちに質疑に入る。質疑は、まず歳出を各款ごとに、次に歳入、その他の順で行う。  

 まず、歳出、第１款議会費について質疑を行う。事項別明細書は１５ページ及び１６ページ

になる。発言を許す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。  

 次に、第２款総務費のうち、第１項総務管理費第１８目コミュニティ振興費を除く部分につ

いて質疑を行う。事項別明細書は１５ページからになる。発言を許す。  

○６番（浅田良弘君）１８ページ、東京オリンピック・パラリンピック関係事業であるが、議場

で説明があったが、消耗品費で２２０万円、スイングバナーという説明があったがどのような

ものか。 

 もう一つは、伊東アピール事業委託料はどのようなアピールを展開していくのか、２点伺う。  

○行政経営課長（小川真弘君）まず、スイングバナーというのは、庁舎玄関に飾ってあるとがっ

た、半月型というか、おしゃれな形ののぼり旗というイメージのものである。伊東アピール事

業であるが、観戦客を中心市街地へ運びたいという思いもあり、マップ等、外国人向けにスマ

ホで商店を検索できるようなものを今検討している。  

○６番（浅田良弘君）のぼり旗に描くデザイン等は決まっているのか。  
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○行政経営課長（小川真弘君）城ヶ崎分校の生徒に書いてもらった絵で２種類のスイングバナー

を実際につくって飾っているが、その増版をしたい。  

○６番（浅田良弘君）アピールのほうもわかったが、スマホ以外のものでほかにアピールの方法

は考えているのか。 

○行政経営課長（小川真弘君）スマホを外国人の方が結構使っているので、基本的には市内の商

店情報、イベント情報を発信するツールとして、スマホを対象として考えたが、当然、タブレ

ットパソコンへの対応や、また、紙媒体も用意する予定である。  

○５番（重岡秀子君）同じく東京オリンピック・パラリンピック関係の経費の中で、備品購入費

のミストは霧を吹くものではないかと思うが、体育器具購入なのかどちらなのかわからない。

暑さ対策で今ニュースになっているが、伊東ではどの辺にどのように設置する計画なのか教え

てほしい。 

○行政経営課長（小川真弘君）ことしの夏もそうであったが、夏場はかなり暑いことが予想され

る。マラソンにしても急遽札幌に移動したように、やはり暑さ対策というのは不可欠なものと

して考えている。ミスト―霧吹きで冷却効果があるようなものを１０台程度予定しているが、

伊東駅からシャトルバス発着場までの動線にかけて、人がとどまっているようなところを中心

に暑さ対策を施したいと考えている。これは機械器具購入費の４００万円になる。体育器具に

ついては、ボッチャの体験用の２分の１サイズシートを３セット購入する予定である。  

○５番（重岡秀子君）これは補正予算であるから、今後、来年度予算でいろいろな計画が出てく

るのではないかと思うが、もし今わかっているものがあれば―例えば今ミストはわかったが、

こういうものも伊東市としては欲しいとか必要ではないかと考えているものがあったらという

ことと、細かいことであるが、地元サービスとして、ミストだけではなくて冷たいお茶のサー

ビスとかも今後出てくると思うが、そういうことは企画のほうで考えるのか。  

○行政経営課長（小川真弘君）まず、今後の備品の関係であるが、今のところ大きな備品につい

てはこのような形でいいと思っている。実際の運営については、新年度予算で例えば聖火リレ

ーや藤の広場でのライブサイトも予定には入っているので、そういうものに必要な部分を考え

ていきたい。 

 もう一つ、企画については行政経営課の企画政策が担当しているので、いろいろなところと

情報を共有しながら、また新しい企画を考えていく。 

○企画部長兼市長戦略監（杉本 仁君）今、課長から市の予算の答弁をしたが、ほかに本会議の

一般質問でも指摘を受けたように、シャトルバス発着場に仮設トイレも必要であると考えてい

る。しかしながら、そういうものについては静岡県、もしくはオリンピック・パラリンピック

の組織委員会とも調整をしながら、どこが設置していくのか、しっかり要望してまいりたい。  
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○７番（石島茂雄君）関係ないかもしれないが、亀石のあの辺を利用して来るので、例えば正面

に海が出たときに、目の前にわかりやすい看板とか、ところどころにさっきのスイングバナー

を数多く立てるというものは考えられているのか。  

○行政経営課長（小川真弘君）亀石の山の中までは想定はしていないが、宇佐美のほうに出てき

たところについては、車のパーク・アンド・ライドの駐車場としても予定しているので、その

辺が会場に近いという雰囲気は出していきたい。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。  

 次に、第３款民生費第１項社会福祉費第６目国民年金事務費について質疑を行う。事項別明

細書は２７ページ及び２８ページになる。発言を許す。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。  

 次に、第４款衛生費第１項保健衛生費第６目後期高齢者医療費、第２項清掃費及び第３項環

境保全費について質疑を行う。事項別明細書は３５ページからになる。発言を許す。  

○６番（浅田良弘君）４０ページ、環境保全費の高齢者運転免許証自主返納助成金として４万９，

０００円を補正で予算をふやすということは、自主返納者がふえているという理解でよいか。  

○危機対策課長兼危機管理監代理（吉﨑恭之君）件数的には平成３０年が２９１件となっていて、

補正後の金額で２９４件分を確保したいと考えているので、去年並みの申請があっても支払い

に滞りがないように計算されている。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。  

 次に、第９款消防費について質疑を行う。事項別明細書は５５ページからになる。発言を許

す。 

○３番（大川勝弘君）５８ページの受信機設置費補助金のことを詳しく聞きたい。一般家庭で、

今回の台風で内容を聞きたいとか、市のものを聞きたいという意見は多かったと思うが、この

内容は２分の１補助とか、全額補助とか、どういった要件があればもらうことができるのか詳

しく聞きたい。 

○危機対策課長兼危機管理監代理（吉﨑恭之君）今回補正する戸別受信機の補助金であるが、対

象となっているのは、今、委員が言ったような戸別受信機ではなく、テレビ・プッシュという

サービスをことしから始めているが、専用端末機をテレビに接続しなければいけないので、そ
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の端末機の購入費を補助している。補助件数が当初は１００件を予定していたが、１１月末時

点で既に１２１件の申請があるので補正にて対応させていただきたい。  

○６番（浅田良弘君）今の受信機であるが、１台の購入費はどれぐらいかかるのか。購入費に対

して幾らの補助をされているのか。  

○危機対策課長兼危機管理監代理（吉﨑恭之君）１機当たり１万円で、全額補助している。  

○５番（重岡秀子君）５６ページ、防災用資機材整備事業の中で、貸し出した毛布のクリーニン

グ代が計上されていたが、どれぐらいの枚数で、避難所全体なのか内訳をお願いする。 

○危機対策課長兼危機管理監代理（吉﨑恭之君）避難所ごとの内訳の数字はない。市全体で今回

約１，０００枚の毛布を貸し出した。その１，０００枚に対してクリーニング代という表現で

あるが、クリーニング、プラス、１枚１枚をリパック―真空状態の包装をして保存できるよ

うな形にする手数料になる。見積もりではあるが、１枚当たり１，３５０円ぐらいかかるので、

この金額を計上している。 

○５番（重岡秀子君）一般質問でも結構避難所の問題が出たが、毛布というのは、今回開設され

たコミュニティセンターとか、そういう避難所にはふだんは置かれていないと思うが、供給の

仕方について、１，０００枚の毛布をどこからどういうふうに持ってきたのか。  

○危機対策課長兼危機管理監代理（吉﨑恭之君）今回開設した避難所は全て事前に毛布は持ち込

んでいた。 

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。  

 次に、第１１款災害復旧費第４項清掃施設災害復旧費について質疑を行う。事項別明細書は

６５ページからになる。発言を許す。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 次に、第１３款諸支出金について質疑を行う。事項別明細書は６７ページ及び６８ページに

なる。発言を許す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 次に、第１４款予備費について質疑を行う。事項別明細書は６７ページ及び６８ページにな

る。発言を許す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 
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 以上で歳出の質疑を終了し、次に歳入の質疑に入る。歳入は全般について行う。事項別明細

書は５ページからになる。発言を許す。  

○５番（重岡秀子君）まず、５ページ、地方交付税が確定したということで５億３，９３０万６，

０００円とある。本年度の傾向、特徴等、特に説明すべきことはないのか。  

○財政課長（木村光男君）今年度については国が交付の段階で年々ほぼ同額を維持する形で行っ

ている。ただ、交付税自体はふやし、臨時財政対策債の振りかえ分は減らす形で地方財政計画

を立てる中で今回の算定が行われた。本市の状況は、交付税の算定においては基準財政需要額、

基準財政収入額をそれぞれ算定し、その差し引きにおいて需要が大きい場合には交付税が交付

され、収入が大きい場合には交付税が交付されない仕組みになっている。需要額の増加要因と

しては、障害者福祉費、児童福祉費等の社会福祉費の増、これまで借り入れをしている臨時財

政対策債の起債の償還に当たる公債費の増、国の方針から臨時財政対策債の発行可能額が今年

度大幅に全国的に減らされている。発行可能額は需要額で差し引きになるため、発行額が減る

と需要額の自動的に引かれる金額が減り、残る形になる。それが要因として需要額がふえてい

る。収入においては、市民税の法人税割が若干の減、固定資産税、土地の平均単価の減、たば

この売り上げによる市町村たばこ税の減、地方消費税交付金が今年度消費税自体は上がったが、

その反映自体はほぼ来年に反映されることになることから、今年度の見込みとしては当初の段

階では地方消費税の交付に関しては減となることから、収入は若干減る状況になっている。し

たがって、差し引きトータルでは交付税自体が持ち上がった状況になっている。昨年度の当初

の決定段階における差し引きでは、地方交付税の差としては１億９，８４２万８，０００円ほ

どふえている。交付税の当初の国の予算における全国的なパイが決まっているため調整が入っ

ている。もし国の補正予算がつき、この調整が復活されるともう少し交付税が上がる仕組みに

なっている。 

○５番（重岡秀子君）全体的には上がったということで理解した。当然、歳入には算定されない

と思うが、今年度は補正予算等で台風関係のものが多かったが、今後、国からの特別地方交付

税等が来る予定はあるのか。 

○財政課長（木村光男君）今回の本市における台風被害に関しての災害復旧費については、これ

まで専決で２度ほど補正をさせていただいている。その財源は全て財政調整基金を一旦充てて

いる。本会議でも話があったが、激甚災害の指定を受けて国庫補助をとる部分もある。特定財

源を除いた金額については、今月中に取りまとめを行い、３月算定の特別交付税の特殊事情分

として国に金額を上げる予定になっている。国は、全国的な残りの金額から、その分を考慮し

た上で本市への３月分の特別交付税の算定額が決まる形になっている。 

○５番（重岡秀子君）国庫支出金で児童扶養手当負担金が負担率３分の１で３，４０８万円出て
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いるが、児童扶養手当に対する国の負担金はいつも１２月ごろに確定して出されるものなのか。

実際にそんなにふえているはずはないので、この辺の仕組みについて説明していただきたい。  

○健康福祉部長（下田信吾君）歳出において児童扶養手当の支払いが従来年３回であったものが

この１１月から年６回に改められ、今年度予算では昨年１２月から平成３１年３月までの分も

含め１５カ月分を支払わなければならないということで増額されており、歳出の増額補正に対

する歳入の追加の形になる。 

○５番（重岡秀子君）教育費国庫負担金の中で幼稚園施設型給付費負担金があり、県の補助金で

も１０ページに幼稚園施設型給付費補助金が２分の１になっている。これは幼児教育の無償化

に絡むものなのかどうか伺いたい。県からの負担率も２分の１で、これで全額国県からの負担

なのかと思うが、給付負担金について説明いただきたい。  

○教育委員会事務局教育部長（冨士一成君）第１５款の国庫支出金の教育費国庫負担金について

は、民間園での施設型給付に対する補助である。細々したものはあるが、今までは公定価格か

ら保育料を引いた後の部分も国が２分の１、県が４分の１、市が４分の１を負担していたが、

１０月の無償化に伴い法改正され、公定価格に対する補助区分が拡大されたことによる増額、

また公定価格の処遇改善等の見直しもあり、その分が加算された部分になる。もう１点、次の

７ページ、８ページにある教育費県負担金２９８万８，０００円がこれに対する２分の１の補

助になる。１０ページの施設型給付費補助金はまた別の部分になり、公定価格の７３．６％に

対しては今述べた２分の１、４分の１、４分の１という形になり、その上の２６％ぐらいに関

しては、県と市で２分の１ずつ負担する。その部分が１０ページの県費補助になる。  

○５番（重岡秀子君）１０月から幼児教育の無償化が始まり、幼稚園の説明は大体わかったが、

保育園に関しては９月の補正で出された。この間、今年度は幼稚園も保育園も全額公費負担、

市に余り負担がかからないように３月までは無償化されていると思う。気になったのは、公立

保育園については今年度どうなるのか。公立保育園は歳入の使用料等で入ってこないため、こ

ういう補助はないと思うが、保育園に対しての補助は９月補正で行ったからいいのか、公立保

育園についてはどうなのか伺いたい。 

○教育委員会事務局教育部長（冨士一成君）公立保育園の補助は９月補正で計算し、３月に最後

に子供を措置した人数等で精算する。公立については保育料が無償になり、国から臨時特別交

付税で措置することが示されている。  

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 

 次に、債務負担行為の補正について質疑を行う。事項別明細書は７３ページになる。発言を
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許す。 

○５番（重岡秀子君）債務負担行為で重要なものがいろいろ出ていると思う。まず、市民課窓口

業務等委託料の限度額が１億８，３５５万４，０００円、令和元年度から５年間となっている

が、非常に新しい債務負担行為で令和元年度からになっている意味がわからないので説明して

いただきたい。 

○財政課長（木村光男君）債務負担行為の業務内容に関しては私から説明ができないが、１億８，

３５５万４，０００円の実質的な内訳としては、金額自体は令和２年度に４，３７０万３，０

００円、令和３年度、令和４年度はそれぞれ５，２２４万４，０００円、令和５年度が３，４

９６万３，０００円になる。債務負担行為を令和元年度から組んだ理由は、本年度から業者選

定を行うに当たり、ゼロ債務という形で今回補正で組ませていただく形になっている。今年度

自体は支出する予算がないため金額はない。  

○５番（重岡秀子君）１億８，０００万円が５年間でどのように分かれているのかはわかった。

市民課窓口の委託については、私も大綱質疑等で取り上げたことはあったが、実施に踏み切る

かどうかは聞く場がなかったので質問しなかった。一般質問で聞くと、ここに予算が出ている

という話になってしまう。結局、来年４月からなのか、来年度の途中なのか、どのような形で

市民課窓口の委託が入ってくるのか。債務負担行為のところで丁寧に聞くには細か過ぎると思

うが、ここしか場がないので説明していただきたい。  

○市民課長（大川雄司君）今後のスケジュールは、本議会で議決をいただけたら速やかに業者の

選定を開始する。業者選定はプロポーザル方式によって選定、選考する。その選考を令和２年

２月に行い、年度が変わったところで契約を行う。その後、委託先事業者との確認、打ち合わ

せを行い、雇用して職員の研修を行っていただき、実際には令和２年１２月から委託の実施を

予定している。委託期間は令和５年１１月までの３年間の予定である。  

○５番（重岡秀子君）債務負担行為は、各年度で予算計上を来年度からされていくという理解で

よいのか。これからプロポーザルを行うということは、まだ業者も選定されていないと理解し

てよいのか。 

○財政課長（木村光男君）債務負担行為であり、あくまでもこれは限度額になる。したがって、

業者は当然選定されていない。今後、この債務負担行為自体が議決された後、今後業務選定に

入る。選定に入り、この限度額の範囲内で契約を結ぶ形になり、各年度の金額の範囲内で契約

して支払う形になる。 

○７番（石島茂雄君）この間、視察に行き窓口業務の民間委託について聞いたが、当初の見込み

と違い、更新のときには業者自体がおりてしまった。それを継続していくためには人件費がか

なり高騰してしまう。かなり予算を上回って、委託自体を考え直す部分も含まれているという
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ことを伺ったが、その辺はどこかに事情を聞いたり、対策はあるのか。 

○市民課長（大川雄司君）今回委託を実施するに当たり、平成２８年度から検討等を重ねている。

先進地視察については２８年度に７カ所、２９年度に２つの市、３０年度にも２つ、今年度と、

４年間で９回、１１の市を延べ３５人で視察をし、実際に委託を受けている業者とも数社話を

して、費用等を検討した中で今回決めさせていただいた。 

○５番（重岡秀子君）補正予算の債務負担行為で議会の承認を得るというのは、これしかやり方

としてないのかもしれないが、余りにも細かいことがわからない。この研究に３００万円ほど

調査費があったが、あえてうちのまちが市民課窓口の委託に踏み切ったのは、どういうところ

にメリット、必要性を感じたのか伺う。 

○市民課長（大川雄司君）今回の委託の目的であるが、住民票の交付等、定型的な業務で民間に

委託できるものについては民間にお願いし、質の高い安定的な公共サービスを実施することで

市民サービスの向上とともに、より効率的、効果的な行政経営に向けて取り組んでいきたい。

実際には委託先の職員は異動がないのでノウハウの蓄積ができ、法についての深い理解のもと

で窓口での対応ができる。転出、転入、転居などの住民票の異動とか、出生、婚姻、死亡届な

どの戸籍の届けは丁寧な説明、聞き取り、確認が必要なものであるので、市の職員はそういう

ところに重点的に対応するようにすみ分けをする。今は窓口がそれぞれ一緒にやっているので、

ある職員が住民票をやり、その後、戸籍を受けたりということで、戸籍関係の対応が重なって

しまうとそれに時間をとられて、住民票をとりに来たのに随分待たされたという話も生じてし

まう。そういうところですみ分けを行い、丁寧な対応と速やかな対応ができることを目的とし

ている。 

○５番（重岡秀子君）高知市に私たちは視察に行ってきたばかりである。高知市の場合には正規

職員を減らさず、今の市民課窓口の臨時職員をそのまま民間で雇ってもらい、正規職員の数に

は変化がなかったために経費的には削減できず、どちらかというとふえてしまった。正規職員

の給料が高いわけであるから、そこまでやると経費削減もあるが、人件費とか経費について本

市ではどのように考えているのか。  

○市民課長（大川雄司君）経費の増減については、大きく半減するとか、そこまでの削減の効果

はないが、費用対効果で今、市の市民課にいる職員が２人、臨時職員が２人で大きく見てこの

辺が削減になるだろうと思う。ただ、今回委託する中でフロアマネジャーを新設していただく

ので、職員で今考えているような形のものをつくろうとすると、さらに５人ぐらいの職員が必

要になる。委託料は年間で５，２４４万円であるので、それを市の職員でやった場合には４，

０００万円ぐらいの費用がかかる。差が１，２００万円ぐらいあるが、サービスの水準の向上

とか、庁内全体で考えて重点的、戦略的に取り組む事業に効果的に職員配置を行う、その効果
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を含めて、サービス向上のための費用ということで理解いただきたい。  

○委員長（四宮和彦君）暫時休憩する。 

                午前１１時１７分休憩 

                ─────────── 

                午前１１時１７分再開 

○委員長（四宮和彦君）再開する。 

１０分間ほど休憩する。 

                午前１１時１７分休憩 

                ─────────── 

                午前１１時２６分再開 

○委員長（四宮和彦君）再開する。 

 債務負担行為の補正について、ほかに質疑はないか。 

○５番（重岡秀子君）プロポーザルはこれからであるが、プロポーザルをやる以前に、伊東市か

らもいろいろな構想を出された上でのプロポーザルだと思う。タイミング的に問題なのは、臨

時職員の賃金等が会計年度任用職員に移ることで、人件費の面では伊東市としてどういう考え

を出しているのか。それは先方にお任せなのか、臨時職員賃金を下回らないとかそういう条件

はあるのか。 

○委員長（四宮和彦君）暫時休憩する。 

                午前１１時２７分休憩 

                ─────────── 

                午前１１時２８分再開 

○委員長（四宮和彦君）再開する。 

○５番（重岡秀子君）議会がこれを承認したらこの方向に動くという説明だったので、今質疑を

している。 

○財政課長（木村光男君）お答えする。予算そのものは新年度予算で毎年計上させていただく。

その際に内容に関してはきちんと審議をいただき、議決をいただく形になるので、もし内容に

不備があり認められないということであれば予算は否決されるものと思う。否決された段階で

この債務負担は無効となり、委託行為ができないという形になるので、内容に関しては３月の

定例会における新年度予算の議案をもって審議いただけたらと考えている。 

○委員長（四宮和彦君）ほかに質疑はないか。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。 
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 次に、地方債の補正について質疑を行う。事項別明細書は７４ページになる。発言を許す。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）質疑なしと認める。これをもって質疑を終結する。 

 これより討論に入る。発言を許す。 

               〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（四宮和彦君）討論なしと認める。これをもって討論を終結する。 

 これより採決する。 

 市議第３３号中、本委員会所管部分は原案を可決すべしと決定することに賛成の諸君の挙手

を求める。 

                〔賛 成 者 挙 手〕 

○委員長（四宮和彦君）挙手全員である。よって、さよう決定した。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）以上をもって日程全部を終了した。 

 委員会審査報告の案文については、正副委員長に一任願う。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○委員長（四宮和彦君）これにて常任総務委員会を閉会する。 

                ━━━━━━━━━━━━                

○閉会日時 令和元年１２月６日（金）午前１１時３０分（会議時間１時間１９分） 

──────────────────────────────────────────────────── 

以上の記録を認める。      

令和元年１２月６日      

委員長 四 宮 和 彦   


